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序

桜坂古窯土!I:は、明科廃寺発見の昭和28年頃から古代の布目瓦等が出土することから廃寺のための

古窯祉ではないかと推定されており、昭和53年からの明科町史編纂の折の全戸調査でも出土した瓦

類が寄せられ、ほぼ窯祉の位置が判明しておりました。今回、主要地方道穂高明科線改良工事のた

め、窯跡の直下まで拡幅されることとなり、工事に先立ち調査を行うこととなりました 。

今回の調査では窯本体の調査にはなりませんでしたが、現在の龍門寺北側周辺にあったと言われ

る白鳳時代の古代寺院(明科廃寺社)の創建のための瓦窯に関連した工房跡と考えられる住居跡や

不良品を廃棄した灰原を調査することができました 。明科廃寺瓦窯ではないかと考えられていた桜

坂古窯祉の実態の一端を明らかにすることができました 。本書が今後活用され文化財保護と郷土の

歴史解明の一助となることを期待いたします。

調査にあたり、初秋の暑さから初冬の寒さの中まで精力的に作業に打ち込んでいただきました調

査団並びに作業員の皆様、調査にご理解とご協力をいただきました地元塩川原地区の皆様、松本建

設事務所など関係各位に対し深甚なる敬意と感謝を申し上げます。

平成10年3月

明科町教育委員会

教育長熊井秀夫
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例白

1 . 本書は主要地方道穂高明科線改良工事に伴い、明科町教育委員会が実施した明科町大字七貴塩

川原に所在する桜坂古窯土止の緊急発掘調査報告である。

2.現場での調査は、途中中断をはさみ平成9年9月9日から同年12月9日までの期間で実施し、

経費については、開発主体である松本建設事務所が負担した 。

3.本調査は、明科町教育委員会が主体となり調査団を組織し実施した。

4.調査の記録にあたっては新平面座標系四による測量座標を用いた。

5.本書作成の作業分担は次のとおりである。

遺構 測 量 大津哲、唐沢政子、藤原誠子、細尾みよ子、矢花広子

トレース 大津、山本紀之、細尾

写真大津

遺物 洗浄、注記、復元、実測 唐沢、藤原、細尾、矢花、重田恭子

トレース 重田、細尾

写真大津

編集 大津、山本

6.本書の執筆は大津が行った。

7.遺構実測図中使用のスクリーントーンはそれぞれの図中に凡例を示したが、土器の実測図に関

しては、断面を黒く塗りつぶしたものは須恵器を示している。

8.本調査の出土遺物、記録等は明科町教育委員会が一括保管している。

9.発掘調査・報告書作成に当たり次の諸氏にご指導・ご援助をいただいた。記して謝意を表する

次第である 。
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桐原健、倉津正幸、小林康男、島田哲男、直井雅直、原明芳、樋口昇一、平林彰、

山田真一、山下泰永
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第 1章調査状況

1、 調査の経過

明科町大字七貴塩川原桜坂に所在する桜坂古窯跡遺跡は、以前から布目瓦が出土していること

から中山山地の山麓段丘崖傾斜を利用して作られた古代の窯跡の存在が考えられており、明科町

史編纂時の資料収集でこの窯の位置が特定され、また、昭和53年に林道開設によって発見された

際ある個人の調査では近世末の窯と推定される窯跡 1基の位置が確認されている。

この桜坂古窯跡の所在する山麓裾部分を通る主要地方道穂高明科線の改良工事が行われること

になり工事により破壊される遺跡推定範囲内部分の記録保存のための事前緊急発掘調査を実施す

ることとなった(第 1図)。発掘調査は明科町教育委員会が工事主体者である松本建設事務所の委

託を受けて調査団を編成し、平成9年9月9日から同9月19日までと同年10月21日から同12月9

日までの期間で行い、その後明科町歴史民俗資料館に於いて報告書作成に向けた整理作業を行っ

た。

2、

3、
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調査体制

調査団長 熊井 秀夫 (明科町教育委員会教育長)

調査主任 大津 哲 (明科町教育委員会 生涯学習係長)

調査員 関 全寿 (町文化財調査委員)

具義 (町文化財調査委員)

調査補助員 唐沢政子、藤原誠子、細尾みよ子、矢花広子

調査参加者 内川 康子、金子 宏、小林幹司、小林善樹、

高野良孝、中村勝利

事 務局 明科町教育委員会 生涯学習課

課長山崎正博、生涯学習係係長大津

主査小林敬治

調査の概要

0 検出された遺構

古代の窯跡に附随する灰原 2ヶ所

住居杜(工房土止か?) 3軒

排水のための溝 2本

用途不明の周溝が巡る竪穴状遺構 lヶ所

中世の火葬墓 2ヶ所

哲、



0 検出された遺物

須恵器、布目瓦、鴎尾?、円面硯、他

4、 調査方法(第2図)

最初に新平面座標系四による測量座標を使用して一辺5mの基本グリットを設定した。各グ

リットにはそれぞれ北から順に 0'"'-'8、西から順にA'"'-'Dと任意に図面上に記号を割り振り、

その交差する記号数字をそのグリットのグリット名とした。遺物とりあげにあたってはひとつ

のグリットをさらに25分割して出土地点の位置特定の範囲の狭小化を計った。表土除去は重機

により行い、撹乱の広がる北側半分は トレンチ調査とし 1号住居が検出できたためその部分の

み拡張した。南側半分は遺構が残存していたため全面調査としたが、 x=40435 mより南は土
層が擾乱されており調査を断念した。

5、過去の調査

桜坂古窯土止は、昭和48年3月刊行の『東筑摩郡・松本市 ・塩尻市誌』に 「塩川|原部落から南

の中山山地の下端に 2基が確認される。付近の凹地から湧水が見られ、緩傾斜地帯が桑園に利

用され、灰原が撹乱されているので表面に須恵器が散乱している。ここからは布目瓦の出土も

見られた。」と記されており、古窯祉としてその存在を知られていたが、明科廃寺との関連を指

摘する記述は見られなかった。

昭和53年から始まった明科町史編纂の折の資料収集で、今回の調査地区の所有者である堀内

政氏より古窯本体のあったと思われる調査地点のすぐ西側の斜面にある畑から出土した丸瓦の

提供を受けて、桜坂古窯祉の具体的な存在が明らかになった。また、同年林道開設工事中にす

ぐ北側の斜面から近世末の小規模な穴窯祉が発見され、短期間日常雑器が焼かれていたことが

わかったが、桜坂古窯土止が郡誌に記載の窯土止と同じ窯土止であるかについては確認できなかった。

また、昭和54年には、古代の窯祉の存在が知られていた、桜坂から直線距離で300mほど北

の宮原遺跡が荻原農村広場建設のために、信大学生等により発掘調査が行われたが、窯祉のあ

ると思われる地点ではなかったこともあり、須恵器等の若干の遺物が出たのみで遺構は発見さ

れなかった。

昭和59年2月刊行の『明科町史』上巻ではこれまでの採集遺物を紹介し、桜坂古窯土止、宮原

古窯祉ともに操業時期を平安時代をさかのぼることはないとし、平安時代に行われた明科廃寺

の増改築や屋根瓦の修繕にこれらの窯土止が利用されたとしている。また、明科廃寺の創建にか

かわる瓦は四賀村斎田原窯祉群で焼かれたと推定している。(三好博喜『明科町史』上)
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第 2 章 遺跡の環境

桜坂古窯跡は、およそ北緯36度21分59秒、 東経 137度55分16秒の位置にあり、標高 545mで、東

筑摩郡明科町大字七貴塩川|原地区に所在し、犀)1 r左岸の河岸段丘の段丘崖の斜面を利用して作られ

た古代の瓦陶兼用の窯祉である。

松本平を流下する犀川は、明科町と穂高町の境で高瀬川、穂高)1rと合流し(三川合流)、右岸の

松本市城山から続く筑摩山地と左岸の中山山地の聞を曲流しながら善光寺平へと流れる。 両岸には

河岸段丘がよく発達していて、縄文時代以降の各時代の遺跡として現在に至るまで、人びとの生活

の場として利用されている。桜坂古窯土止は、この左岸河岸段丘上にあり 、河道からの比高30mの低

位段正第2面で、対岸の明科段丘に対比される段丘上にあり、窯土ll:は上位の段丘へと移行する段丘

崖の斜面を利用して作られている。

桜坂古窯跡には、近世古窯祉1基と古代古窯祉l基の存在が以前から知られていた。今回の調査

で7世紀後半から 8世紀初頭に操業していたと推定される窯祉が、調査地の西側斜面にまだ埋まっ

ていることが明らかになった。同じ段丘崖斜面上に隣接する荻原地区には、数基の窯跡があったと

いわれる宮原古窯跡 (204)があり、当時この周辺一帯で窯業が盛んに行われていたものと推定され

る。

桜坂古窯土止と同時期の遺跡を概観すると、古墳時代では、潮古墳群の 5基 (503"-'507)、明科能

念寺古墳群3基 (416"-'418)、大足武士平古墳群2基 (420・421)、明科上郷古墳 (408)、押野上屋敷

古墳 (217)など 6世紀以降に築造された小規模な古墳が確認されている。遺物の確認されている遺

跡はいずれも 5世紀以降で、 5世紀代以降の祭把遺跡と考えられる龍門淵遺跡 (412)、古墳時代後

期の土器がみられることから現明科町役場から南方の龍門寺にかけて古墳時代の集落が想定される

栄町遺跡 (411)、律令期 7世紀後半には明科廃寺 (409)などが知られている。

平安時代には潮や明科地区はおそらく安曇郡前科郷川手里に属して国街領であったと考えられ

(倉科明正『明科町史J上)、現在の町並みのあるところには北から木戸橋ノ爪遺跡 (515)、塩田

若宮遺跡 (512)、新屋遺跡 (502)、 潮橋ノ爪遺跡 (501)、栄町遺跡 (411)、本町遺跡 (414)、県町

遺跡 (410)、上郷遺跡 (407)など一連の大きな集落が営まれていた。

桜坂古窯跡のある七貴から陸郷小泉地区にかけては前科郷大穴里に属し平安時代後期永暦元年

(1160)には大穴庄として藤原氏の庄園となっていたこと が 「高野山文書」に見え、 鎌倉時代後期

まで所有者を替えながら存続する。遺跡としては、小泉地区でほうろく屋敷遺跡(101)、竹原遺跡

(104)、北原遺跡(106)、上ノ段遺跡(105)、棚平遺跡(107)などがあり、大穴神社のある中村地区

では石原遺跡 (113)が、荻原地区では宮原遺跡 (203)、宮ノ前遺跡 (205)、みどりヶ丘遺跡 (209)、

塩川原遺跡 (210)、が知られている。
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(3) その他の遺構

O 排水溝(第5・6図)

2号住居の西と北側にT宇を描くように2本の溝が検出された。北側の溝は2号住居

の壁がはっきりしないため切り合い関係が不明であるが、位置的に見て 2号住居にとも

なうものと考えてもよさそうである。西側の溝は山の斜面上を流れ下る水の除去を目的

にしていると思われ、これも位置的に見て 2号住居にともなうものと考えられる。2号

住居は住居内から外へ排水設備も設置しており、もしすべての溝が2号住関連だ、った場

合に排水にはかなり重点をおいている点が興味深い。

o 1号火葬墓(第8図 )
C-6グリ ットで検出された中世のものと思われる火葬墓。 1mX40cmくらいの掘

り込みがあり70cmx90cmの範囲に焼土が広がっていた。地山を掘り込んで炭と骨が多量

に見つかり火葬墓と判断した。大腿骨らしい太い骨も見られたが、ほとんど小骨片が多

く遺体の位置など確認できない。ほぼ中央の西側に古銭2枚出土。中央にある石は焼成

を受けていない。

o 2号火葬墓(第 8図)
B-7グリ ットで検出された中世のものと思われる火葬墓。灰原 l号を切っている。

焼土粒・炭片 ・小骨片が広がっていたため火葬墓と推定した。石も焼成を受けている。
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第 4図 1号住居士止
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第 9図 2号住周辺ピッ トセクシヨン図(水系高548.40M) 

I 黒褐色土

E 黒色土

(II b 暗黒色土)

皿 地山を含む黒褐色土

E
 

(Eb lIIc 
lIId 

lIIe 

N 地山

やや地山混入少ない

やや暗く遺物少ない

明るく造物多い

よりN層多く合む

基本層序

(4 ) まとめ

以上今回の調査で検出出来た遺構について概略を記したが、住居祉は住居内に溝が配

置されまた排水にも十分配慮されている点や、カマド構築にあたって焼成した瓦を使用

している等の特徴をもっている。これらは一般の住居構造とは若干相違するものと考

えられる事からこれらの住居祉は窯業に関わる工房祉ではないかと推定された。灰原が

2ヶ所あった事でこの灰原を形成した窯本体がすぐ近くにあることが確実となった。昭

和53年の『明科町史』編纂に伴う資料収集で、この窯本体があったと恩われる地点から(調

査地区すぐ西側の畑)耕作時に出土したという軒丸瓦の丸瓦部(第28図55)を地主から

譲り受けている。もし今後窯本体の調査機会があれば、窯の操業時期をはじめ明科廃寺

創建に関する大きな成果が得られるのではないかと考えている。
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2，出土瓦(第10図から第28図)

(1) 軒丸瓦・軒平瓦(第10・11図1"""'10) 

今回の調査では、軒丸瓦 3点、軒平瓦6点が出土している。

明科廃寺出土の軒丸瓦については、昭和28年発見当時の石田茂作博士による白鳳様式・奈

良様式・平安様式の 3分類を受け、明科町史上巻(三好博喜1984) に瓦当文様による 3形

式の詳細な分類がされており、今回の出土品についても原則的にその分類に従うこととす

る。ただし、明科町史では石田博士の年代観はそのままに、意匠の差異をもとに3分類を

おこなっている。本稿ではその年代観を踏襲することは、調査所見からは困難である。せ

いぜい数十年間という極めて短時間の窯の操業であることから、どの形式も 7世紀第3四

半世紀から 8世紀初頭の極めて短期間に製造されたことになるので、年代観は別にして、

意匠の違いによる 3形式としての分類を踏襲し分類を行うこととした。

1、2は灰原2号から出土した、明科廃寺第一形式の素弁八葉蓮華文の軒丸瓦である。

既出の第一形式の軒丸瓦とは異なる特徴を持つ。周縁部が薄く圏線がない点は第3類と似

るが、花弁の表現方法は陽刻的であること、第二形式と同様に周縁部と瓦当内区の聞に太

い沈線を巡らしている点が異なる。花弁の表現方法は陽刻的であることは第1類と同様で

ある。焼成が不良で脆いため、詳細を観察することが困難であるが、蓮子は中房中央部に

3つの蓮子が確認できるほか、その外側にも痕跡らしいものが見えるが確認できない。接

着方法は、瓦当裏面に残る痕跡から恐らく接着法であると思われる。既出の第 1"-'3類と

は異なるため、第4類としたい。明科廃寺の既出遺物ではこのタイプの軒丸瓦は確認され

ていない。第 1類と同様の花弁の表現方法が見られること、接合法が接着式であること等

からすると、第1類から派生した形式と考えられ、その時期も 1類より若干遅い時期にな

る可能性があるが、明科廃寺既出の軒丸瓦では見られないことから、未調査の廃寺中心伽

藍で使用された可能性があり、単なる補修瓦ではない可能性もあり、今後の一層の検討が

必要である。

また窯本体と思われる場所からの既出の丸瓦(第28図55)はこの第4類の瓦当に接合す

るものと思われ、双方の接合部に接着法による接合の痕跡が認められる。別々に作った丸

瓦と瓦当を生乾きの状態で接合し、瓦当裏面から粘土を厚く込めて指もしくは工具でナデ

による調整をしている。丸瓦の凸面にも粘土を巻き工具等によるナデ調整をしているが、

調整痕は瓦の焼成が極めて悪く観察が困難である。この丸瓦は窯本体と思われる場所から

の出土品であり、出土状況の詳細は不明だが、恐らく窯の最後の操業時に残されたものと

思われるので、そうすると第4類の軒丸瓦は操業時の最終段階に生産されていた瓦という

ことになるが、調査所見では灰原2号はこの窯の古い時期の灰原であるので、そ うする と

この窯の操業時期を通して生産されたことになる。

3はC-7-8地区の竪穴状遺構付近から出土した、明科廃寺第二形式第 1類の軒丸瓦

である。 昭和28年の調査での既出のもの cr信濃j7 -7第4図7)と lは同様の箔傷がみ
られる。焼成時の収縮率が若干異なるが、箔傷の位置と蓮子、花弁の位置が一致すること

から同箔である。既出のものの箔傷が若干小さく浅いように見えるので、製作の時期差が

あると思われる。

また、既報告では中房に 1十 8十12の蓮子とされていたが、既出遺物と合わせて詳細に
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観察したところ、一番外側の蓮子の配置は12ではなく、 16となるような配分の角度(22.5")

を示している。ただ、配列は均等とは言いがたく、間隔はばらつきが大きいのであるいは

15の可能性もある。2列目の蓮子の配置は8となる角度で配分されているが、これも配置

は不均等であり 7の可能性もある。また、花弁はほジ300 の角度で配置されていることか

ら12葉となる。いずれも完形品ではなく瓦当全体がわかるものが出土していないので推測

の域を出ないが、第二形式第1類は素弁12葉蓮華文で中房が広く蓮子は 1+ 8 +16となる。

接着方法は瓦の断面の痕跡からすると、最め込み式と思われ、作業台の上に瓦氾を置き、

その全面に薄く粘土を詰め、そこに生乾きの丸瓦部を立て、裏面に粘土を詰め瓦当部と丸

瓦部を接合し、裏面に丁寧な整形を加えている。丸瓦部はあらかじめ生乾きの時に、広端

部を残して半切しであるものと思われ、残った丸瓦の広端部が凸帯として残らないように

丁寧に整形を施している。

4は瓦当部の表現方法から第三形式に分類される軒丸瓦である。接着方法は断面の観察

から巌め込み式で、周縁部、瓦当はともに薄く作られており、周縁部と内区との聞に細い

沈線を巡らしている。恐らく瓦当部の作成時に瓦当箔を用いていないと思われ、明科廃寺

既出の第三形式の蓮弁の表現によく似たスタンプ状の型を押し当てて文様をつけようとし

ていると思われる。しかも一度ではな く複数回押し当てている痕跡が確認できる。灰原2

号からの出土である。第三形式の軒丸瓦は瓦当部の製作に恐らく通常の瓦当箔を用いてい

ないものと思われ、廃寺既出のものも細いひも状の粘土を貼り付けて弧状に繋げ、中房が

花芯となって中房から放射状に隆帯を伸ばして蓮華文を意識したと思われる文様を表現し

ており、 4は内区の大部分を欠くため文様の全体はわからないが、隆帯による文様表現で

はなく、弧状に連なる同様の文様をスタンプ状の型を押して表現しており、手法は異なる

が文様の意匠は共通している。

この第三形式の瓦は、従来平安期の補修瓦とされていたが、この瓦の出土により、遅く

とも 8世紀初頭ということになり、極めて短時間に様々な意匠の瓦が生産されていたとと

になる。

5 "-10は重弧紋軒平瓦である。いずれも囚重弧紋軒平瓦で、平瓦の凸面にもう l枚の平

瓦を載せて接合し、 12"-13センチ余でヘラ切により切り落とし顎部としている。端部はや

や先のとがった工具で3本の沈線を引き四重弧紋としている。側面はへラ状工具により丁

寧なへラキリ調整が行われている。凸面の調整は横方向にへラ状工具によるナデ調整が見

られ、丁寧なっくりである。凸面、凹面共に側面付近はへラ状工具での丁寧なケズリ調整

が施されている。明科廃寺の既出遺物の軒平瓦は無顎の三重弧紋で、この四重弧紋の有顎

軒平瓦は見られず、丁寧な作りであることから、過去の調査が行われていない廃寺の中心

伽藍で使用されたものかもしれない。

今回の調査では、第一形式第4類、第二形式の軒丸瓦と四重弧文軒平瓦が同じ窯で焼か

れたことがわかり、製作時期、使用された伽藍などについて更なる検討が求められる。

(2)丸瓦 ・平:&;(第11"'27図11"'53) 

今回の調査では大量の丸瓦・平瓦が出土したが、出土した遺構が不良品捨て場の灰原で

あったため、ほとんどの瓦は焼きが脆いか、高温焼成による変形したもので、しかも小破

片が主であったため、洗浄・採拓・実測などの整理作業に耐え得る資料は数が限られていた。



丸瓦については、玉縁がついたものが確認できないことから、すべて行基式丸瓦と思われ

る。凹面には模骨痕の残るものが多く見られることから、粘土板桶巻き作 りで作られたこ

とが想定される。中には、ごく薄手で粘土紐を巻きつけたと思われるものもわずかに見ら

れる(第17図24)。また、模骨痕のないものも見られるが、これは軒丸瓦用に丸太を使っ

た杵を使用したものと思われる。凸面はへラによる縦方向のケズリによる調整を施してい

る。中には端部に横方向のケズリやナデを施したものも見られる。

平瓦は凹面に模骨痕や糸切痕が残るものがほとんどであり 、このことから、桶巻き粘土

板巻き付け作 りによって製作されたことがわかる。凸面の調整は3種の叩き板による叩き

の後、工具によるケズ リやナデの調整が行われている。概観すると、二つの灰原によって

凸面の調整方法に差異が認められたため、凸面の調整方法による下記のような分類を行っ

た。

A 類 凸面に叩きだけで調整痕のないもの

1a 類・・・大きい縄目の叩き

1b 類・・・細かい縄目の叩き

2 類・ ・・平行叩き

3 類・・・菱形(連続V字型)叩き目

B 類 凸面に叩きの後工具による調整を施したもの

1 類・ ・・ 縄目の叩き

2 類・ ・・ 平行叩き

3 類・・・菱形(連続V字型 )叩き

C 類 叩きの痕跡がみられず、工具を用いた調整だけを施したもの

1 類・・・ヘラ等の工具によるナデ・ケズリ

2 類・ ・・工具を使用しないで整形するもの

C類については非常に丁寧なミガキやケズリの調整がおこなわれており 、叩きの痕跡は

まったく残っていないので、あえて別の分類としたが、瓦の製造過程で当然叩き締めが行

われているはずで、あるので、 B類に含め、 B類の丁寧な調整とすべきかもしれない。

詳細な分類整理はできていないが、整理作業中の所見では 1号灰原ではC類が多くを占

め、 2号灰原ではA類が多くを占める。調査の所見では、灰原の形成順は2号灰原→ 1号

灰原であることから、窯の操業時期で瓦の調整方法が異なると思われ、叩きの後の調整し

ない瓦→叩きの後ケズリ 、ミガキの調整を行う瓦に変化したと考えられる。更に、細部の

調整も含めた瓦の製作技法について検討が必要であるが、 丸瓦には叩き痕がそのまま残る

ものはほとんどなく 、出来上がりを考慮し丸瓦は表になる凸面に調整を加えたと考えれば、

平瓦の凸面(裏側)に丁寧な調整を行うということはどのような理由によるものか、使用

した伽藍によるのか、あるいは別の理由なのか今後の課題としたい。

この分類は、とりあえず整理作業中の所見による暫定的な分類であり、今後更に詳細な

検討を加え、併せて明科廃寺出土瓦等の整理により詳細な分類研究を行いたい。
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桜坂古窯土止出土五観察一覧表

No 出土場所 形態 色 調 胎土 焼成 凸 面 凹 面 分類 j主 8C {鯖 考

1灰原2号 軒丸瓦 灰黄色 色、細粒含 不良 第1形式第4類 C地区

2 灰原2号 軒丸瓦 l、ぷい黄櫨色 密細粒含 不良 第1形式第4類 C地区

3 C-7 軒丸瓦 にぶい貧檀色 密 良好
縄目ヲタキ 布目

第二形式 C-7-8 NO.109 
端部へラナデ 接合部へラナデ

4 灰原2号 軒丸瓦 灰黄褐色 密細粒含 良好 端部ヘラナデ 接合部へラナデ 第三形式
C-5-13、15
黒土中

5 灰原1号 軒平瓦 ヰ萱色 密細粒含 良 ヘフキリ 布目、模骨痕 四重弧文

6 灰原1号 車干平五 檀色 密細粒含 不良 ヘラキリ 布目、模骨痕 四重弧文
8-7-23 

凸面剥予喜多
灰原1号茶褐色土

7 灰原1号 軒平瓦 明黄褐色
やや粗い

不良 へラナデ 布目、模骨痕 四重弧文
8-7-23 

細粒含 灰原1号車層中

B 灰原1号 軒平瓦 明黄褐色 密細粒含 不良 布目、模骨痕 四重弧文 灰原1号 凸面剥落

9 灰原1号 軒平瓦 にぶい黄櫨色
やや粗い

不良 布目、模骨痕 四重弧文
8-7-? 

凸面剥落
細粒含 包含層上層

10 灰原2号 車干平瓦 樫色 密 不良
ヘフナデ 布目、模骨痕

四重弧文
C-5-8 

ヘラキリ 端部へラキリ 灰原2号

11 灰原1号 丸瓦 灰白色 密 不良 縦へラケズリ
布目 C-1 

8-7-23 
端部ナデ 灰原1号茶褐色土

12 灰原1号 丸瓦 黒灰色
やや粗い

良好 横ヘラケズリ・ナデ
布目、模骨痕

C-1 
8-7-23 

細粒含 端部ヘラキリ 灰原1号

13 灰原1号 丸五 にぶい樟色 密 不良 横へラナデ 布目、模骨痕
8-7-19 

C-1 
灰原1号

14 8-7 丸瓦 黒灰色 密 良好 縦へラケズリ
布目、模骨痕

C-1 
8-7-10 

端部ヘラキリ 地山直上

15 灰原1号 丸瓦 にぶい黄燈色 密 不良 縦ヘラケズリ
布目、模骨痕

C-1 
8-7-18 

かなり厚い
端部へラキリ 灰原1号

16 灰原1号 丸瓦 黒灰色
やや粗い

良好
横へフナデ 布目、模骨痕 C-1 

8-7-24 
細粒含 端部へラキリ 端部ヘラキリ 灰原1号茶褐色土

17 灰原2号 丸瓦 暗灰黄色 密 不良
横へフナデ 布目、模骨痕

C-1 
C-5-7 

粘土板貼合せ痕
端部へラキリ 端部へラキリ 灰原2号

181 2号住 丸瓦 灰黄色
やや粗い

良好
縦へフケズリ 布目 C-1 排水1

細粒含 後横へラナデ 端部へラキリ

191 2号住 丸瓦 灰黄色 密 良
縦へラケズリ・ナデ 布目、模骨痕

C-1 排水 排水2
端部ヘラキリ 端部ヘラキリ

20 2号住 丸五 灰黄色
やや粗い

良
縦へフケズリ・ナデ 糸切痕

C-1 排水7 排水7
細粒含 端部へラキr) 布目、模骨痕

21 2号住 丸瓦 檀色
やや粗い

不良 器面荒れ著しし、
布目、模骨痕

排水5 排水5
細粒含 端部ヘラキリ

221 2号住 丸五 にぶい黄櫨色
やや粗い

不良 器商荒れ著しし、
布目、模骨痕

2号住排水6 排水6
細粒含 端部へラキリ

23 2号住 丸瓦 にぶい黄権色 やや粗い やや不良
器面荒れている

布目、模骨痕 C-1 排水4非常に薄い
縦へラケズリか?

24 2号住 丸瓦 にぶい赤褐色 密 やや不良
縄目タタキ

布目、模骨痕、ケズリ B-1 
2号住 NO.33

薄手
後縦ヘラナデ 8-5-14、19

25 2号住 丸瓦 浅黄色 密 不良 縦へラケズリ
布目

C-1 排水3 排水3
器面荒れている

26 2号住 丸瓦 にぶい赤褐色 密 良好
縦へフケズリ・ナデ

布目、模骨痕 C-1 
軒丸の丸瓦部簿い

端部へラキリ 接着j去lま接着式かっ

27 灰原1号 平瓦 浅黄色
やや粗い

不良
大きな格子叩

剥落激しく調整不明 B-3つ
8-7-18 

細粒含 端部近くはへラナデ 灰原1号

28 灰原1号 平瓦 灰黄色 密 やや不良 横ヘラナデ
糸切痕

C-1 
8-7-23 

布目、模骨痕 灰原1号茶褐色土

29 灰原1号 平五 樟色
やや粗い

良
大きい平行叩き 糸切痕

B-2 8-7-19、20
細粒含 後横へラナデ 布目、模骨痕

やや粗い 横へラナデ 糸切痕
8-7-18 

30 灰原1号 平瓦 にぶい褐色 良好 C-1 灰原1号暗茶褐色
細粒含 端部へラケズリ 布臣、指によるナデ

土

31 灰原1号 平瓦 にぶい黄樫色 密 不良 器面荒れ著しし、
糸切痕

C-1 
8-7-23 

布目、模骨痕 灰原1号E層

32 灰原1号 平五 にぶい黄燈色 密 不良 器面荒れ著しい 布目、模骨痕 C-1 
8-7ー17
灰原1号 I層中

やや粗い 糸切痕
8-7-23 

33 灰原1号 平五 にぶい鐙色 良 横へラナデ C-1 灰原1号E層
細粒含 布目、模骨痕

茶褐色土

34 灰原2号 平瓦 にぶい撞色 やや粗い 良 太縄目叩
布目

A-1a 
C-5-7 

端部ヘラケズリ 灰原2号

35 2号住 平瓦 鐙色 密 不良 平行叩
糸切痕

A-2 
8-5-19 

布目、模骨痕 2号住 NO.28

36 2号住 平瓦 灰黄色 密 良
愛形叩 糸切痕

8-3 
8-6-2 

端部近くへラケズリ 布目、模骨痕 2号住力マド

37 2号住 平瓦 檀色 密 やや不良
愛形叩 糸切痕

8-3 
8-5-14、19

端部ヘラケズリ 布目、模骨痕 2号住
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No. 出土場所 形態 色 調 焼成 凸 面 凹 面 分類 j主 ~c. {蒲 考

381 2号住 平五 黒褐色 密 良好
平行叩 糸切痕 8-2 

8-5-23 
後縦へラナデ・ケズリ 布目、模骨痕 2号住 NO.36

391 2号住 平瓦 黒褐色 密 良好 平行叩
糸切痕 A-2 

2号住力マド
端部に平行タタキ

布目、模骨痕 NO.3 

器面荒れ
糸切痕 8-6-9、10401 2号住 平瓦 黒灰色 やや組い 不良

縦へラナデ
布目、模骨痕 C-1 

2号住 NO.5
端部へラキリ

41 2号住 平瓦 檀色
やや粗い

やや不良 細平行叩
糸切痕 A-2 

8-5-23 
細粒含 布目、模骨痕 2号住 NO.25

421 2号住 平瓦 4萱色 密 不良 細平行叩
糸切痕 A-2 

8-5-19 
布目、模骨痕 2号住 NO.30

431 2号住 平瓦 檀色 豆~ 不良
麦形叩 糸切痕 A-3 

8-5-19 
端部へラキリ 布目、模骨痕 2号住NO.29

441 2号住 平瓦 にぶい黄檀色 密 良
横へフナデ 布目、模骨痕

C-1 
縦へラケズリ 端部へラキリ

451 2号住 平瓦 檀色
やや粗い

不良
器面荒れ 糸切痕 A-3 

8-6-2 
細粒含 菱形叩 布目、模骨痕 2号住カマドNO.12

461 2号住 平瓦 糧色 { 告白、 やや不良 菱形叩き 布目、模骨痕 A-3 
8-5-14、19
2号住カマドNO.17?

471 2号住 平瓦 鐙色 密 不良
愛形叩き 布目、模骨痕

A-3 
8-5-14、19

端部へラケズリ・キリ 端部へラキリ 2号住 NO.27

48 C-5 平瓦 控色
やや粗い

不良
器面荒れ 布目、模骨痕 C-1 C-5-22 NO.13 

細粒含 横へラナデ 端部ヘラキリ

糸切痕
側面、上側49 C-7 平瓦 黒褐色 密 良 菱形叩 布目、模骨痕 A-3 C-7-8 NO.109 
切口つにタタキ

端部近く縄目叩

50 C-5 平瓦 にぶい黄褐色 密 良
横へフナデ

布目、模骨痕 C-1 C-5-22 NO.34 
後縦へラケズリ

やや粗い 横へラナデ 糸切痕
C-7-18 

51 C-7 平瓦 黒灰色 良好 C-1 竪穴状遺構内東
細粒含 端部へラケズリ・キリ 布目、端部ケズリ

E主李

やや粗い 太平行叩 糸切り痕
C-7-18 

52 C-7 平瓦 黒灰色 良好 8-2 竪穴内北壁、 北
細粒含 横へラナデ 布目、模骨痕

但IJ

53 C-6 平瓦 褐灰色
やや粗い

良
横へフナデ

布目 C-1 C-6-24 NO.103 
細粒含 指痕

541 1号住 鴎尾? 黒灰色 良 縦へフケズリ 1号住 NO.7
窯跡本体より出土

器面剥落著しし、
提供品

55 窯跡 軒丸瓦 浅黄櫨 不良 器面剥落著しい 軒瓦部は事IJ落し残っ
縄目叩きか?

ていない
接合法は接着式

21 
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所在 地
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市町村 遺跡番号

宴=品覧葉疑麗蔀崩梓首 36
0 1370 1997.09.09 

主要地方

20241 212 21' 55' ~ 310 nf 
道穂高明

実挙宅長道庁lt 科線道路59グ 16" 1997. 12. 09 
改良工事

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

古窯士止
古墳

窯土止灰原2
須恵器

奈良
竪穴住居3軒

瓦
墓墳2基
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平成 10年 3月 25日発行

編集・発行明科町教育委員会

長野県東筑摩郡明科町大字中川手 6824-1

印刷アカシナ印刷
長野県東筑摩郡明科町大字東川手 847
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